
 

  

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学びあう子  ●支えあう子  ●やり抜く子 

第11号 

福山市立駅家西小学校 

２０２５年（令和7年）3月 18日 

  

１月２０日（月）にインドネシアにあるスクマ学園さんとオンライン交流会がありまし

た。６年生はこの日のために、「自分たちの住む町のよさを世界へ伝えたい！」と強い思いを

もって、調べ学習をしたり英語でのスライド作りに取り組んだりするなど、積極的に交流会

での発表の準備を進めてきました。 

 当日の発表では、少し緊張しながらもインドネシアの小学生との 

交流を楽しみながら福山・駅西の町の魅力や歴史、文化などを英語 

で発信することができました。交流を通して、インドネシアの様々 

な文化を知ったり、改めて日本の文化を伝承する大切さを感じたり 

するなど、学びを広げ、深めることができました。また、本校がお 

世話になっている岡山大学の柴川先生やALTのサバンナ先生にも 

お力をお借りし、充実した内容で交流することもできました。 

理科室から火災が発生したという想定で避難訓練を行い 

ました。今回で今年度３回目の避難訓練となり、子どもた 

ちに予告しないで実施しました。大休憩終わりからスター 

トしたので、近くに先生がいないという子どもたちもたく 

さんいました。それでも、火元からなるべく遠ざかるよう 

に移動し、運動場に避難をすることができました。 

消防署の消防士さんにも避難の様子を見ていただき、消 

火器の使い方も教えていただきました。火の恐ろしさ、自 

分の命を自分で守ること、たくさんのことを学ぶことがで 

きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こころの相談室（体罰・セクシャルハラスメント・いじめ防止相談窓口）」 場所：保健室・会議室・職員室 担当者：内野・御前・前田・松谷 

児童朝会で新旧児童委員会の引継ぎ式を行いました。 

 様々な取組を考え学校をよりよくしようと活動してきた旧児童 

委員（６年生）から、新児童委員（５年生）へと想いが引き継が 

れました。６年生の児童委員会活動を通して付けた力を堂々と語 

る姿は頼もしく感じました。 

 その姿を見て、次のリーダーである 5年生だけでなく、来年度 

に向けて全校の気持ちが高まりました。 

新一年生を迎える会を行いました。１年生は、年長さんた 

ちがどうやったら楽しめるかをたくさん考えて、本番では自 

分たちの仕事を最後まできっちりやり切りました。最後も 1 

年生、年長さんともに良い笑顔で終えることができました。  

新一年生を迎える会を終えて、1年生の子どもたちにも、も 

うすぐ2年生になるという自覚も徐々に芽生えてきています。 

今年度もたくさんの作品をそれぞれの作品展に応募しました。 

個人でも賞をたくさんいただいているのですが、今年度は学校賞 

も多くいただきました。これは、駅家西小学校の子どもたち、み 

んなががんばった証です。これからも様々なことに挑戦し、自分 

の成長につなげていけるよう取り組んでいきます。 

 

「海とさかな」自由研究・作品コンクール 学校・団体協力賞 

                    副賞：図書カード20,000円分 

「税の絵葉書コンクール」 学校賞 

「JA全国小・中学生書道コンクールおよび交通安全ポスターコンクール」 学校賞 

                                副賞：簡易テント 


